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◼ 現場社員の奮闘によって業績を上げているのに、その成果を投資に費やすことを理由に出し渋るこ

とは許されない。一人当りの生み出している金額と実際にもらえる金額が見合っていないという議

論を若手に巻き起こしていく。その苦労に報いるべきだ。 

◼ 兼務等、一人当たりの業務量は確実に増え負担は増大しているのに会社は社員に還元しようとしな

い。「ヒト」あってこそ成り立つ会社。しかし、会社は「ヒト」を粗末に扱っている。 

◼ 止まらない物価上昇で賃金が追い付かず「生活が苦しい」という声が増え続けている。組合の要求は、

会社の業績を見ても十分出せる。全てのセグメントで「増収増益」出せない理由はどこにもない。 

3.5ヶ月分＋５万円

 

 


